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日本の火山 
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図２･３－日本の火山<一色直記・松井和典・小野晃司（1968）日本の火山.200万分の1地質編集図No.11.地質調査所による，一部改訂> 



   

 

URBAN KUBOTA NO.15｜38 

るアルカリ玄武岩質マグマは大変流動的で，小

さな割れ目でも水が泌み出るように噴出してし

まうので，大きなマグマ溜りを生じないで噴出

し，散在した小型の単成火山をつくったとも考

えられます． 

編集 アルカリ玄武岩のマグマというのは？ 

勝井 火山岩のうち，かんらん石や輝石などの

有色鉱物を35または40％以上含むものを玄武岩

と呼んでいます．玄武岩はこのように有色鉱物

に富んでいるので，一般に酸化マグネシウムや

酸化鉄に富み，ケイ酸に乏しい（ＳｉＯ２ 52％以

下）のですが，このうち特にケイ酸や酸化カル

シウムに乏しく，アルカリに富むものをアルカ

リ玄武岩として他の玄武岩と区別しています．

この種の玄武岩を顕微鏡下で観察しますと，か

んらん石に輝石の反応縁がなく，また斜方輝石

を欠いているといった特徴がみられます． 

いまも申しましたように，山陰から北九州にか

けては，このようなアルカリ玄武岩からなる比

較的小さな火山が多数分布しております．詳細

に検討しますと，東北地方・北海道の日本海側

や，伊豆半島の西側にもアルカリ玄武岩が少量

噴出しております．このようにアルカリ玄武岩

は，いずれも島弧のずっと内側に噴出していま

す．内弧側では，地震の震源が深くなっている

ことから考えて，アルカリ玄武岩はソレアイト

よりも深いところ，つまりより高圧下で生ずる

という仮説が提案されています． 

高温高圧実験によりますと，かんらん石と輝石

に富む組成の物質が部分溶融する場合，低圧下

では比較的ケイ酸に富む液を生じ，高圧下では

よりケイ酸に乏しい液が生ずるといった結果が

東大の久城さんによって得られています．この

場合，高圧下では部分溶融して生ずる液がケイ

酸に乏しくなるだけでなく，アルカリに富むよ

うになり，この仮説をうらづけるような結果が

得られています． 

編集 伊豆七島の火山のなかにも，玄武岩質の

ものと流紋岩質のものとがまじっていたり，同

じ地域でもいろいろと違うのですね． 

勝井 伊豆七島の大島と三宅島は玄武岩（ソレ

アイト）質の噴出物，利島と御蔵島は玄武岩と

安山岩の噴出物で構成されています．一方これ

らの西側にある新島・式根島・神津島は火山体

の大部分が流紋岩質の噴出物でつくられていま

す．このような顕著なちがいを説明する仮説も

ありますが，実際には，まだよくわかっており

ません． 

活・休・死火山をめぐって 

編集 火山の形の名称として，よくコニーデと

かトロイデとか，あるいはアスピーテ，ホマー

テなどといわれていますね．これはどういう…．

勝井 この用語は，シュナイダー（1911年）と

いう人が，火山の形態的分類名として使ったも

のです．日本では古くから，この用語が教科書

などにも採用されていますが，諸外国では殆ん

ど用いられておりません．コニーデは成層火山，

トロイデは溶岩円頂丘，アスピーテは盾状火山，

ホマーテは大きな火口をもつ砕屑丘などにほぼ

相当します．シュナイダーは，複成火山という

ものは，アスピーテからコニーデをへて最後に

ホマーテを生ずるのが一般的生成順序であると

説いていますが，実際には，多くの場合このよ

うな順序にはなっておりません． 

編集 よく火山の分類に活火山・休火山・死火

山という言葉が使われますが，その意味は？． 

勝井 活火山は最近の阿蘇山や桜島のように，

現在噴火をつづけているものです．休火山は江

戸時代まではしばしば噴火した富士山のように，

活動記録があって現在活動を休んでいるが将来

噴火の可能性のあるもの．一方，死火山はこれ

まで活動記録もないし，将来も恐らく噴火しな

いだろうと判断される火山ということになって

います． 

歴史上の記録というのは北海道のように極めて

新しいところもあれば，西日本のように古いと

ころもありますから，噴火の記録があるかない

かは多分に人為的なものです．それに数百年以

上もの長い休止期のあとに，活動を再開するこ

ともありますから，将来噴火するかどうかは実

は余りよく判りません．また火山によっては，

たった一度しか噴火しない単成火山というのも

あり，これには，活・休・死火山という言葉は

なじみません．したがって現在では，この３つ

の言葉は次第に使われなくなりました．しかし，

やはりこれに代る何等かの言葉は必要です．私

は ”活動的な火山”という語を，おおよそ活休

火山の意味で使うことにしています．但し，英

語に訳せばactive volcanoとなってしまいます

から誤解を生じますが．(笑) 

図２･４－富士山の模式断面図と東麓の火山灰層との関係 <町田洋 1968> 図２･５－クラカトア型カルデラの形成史 <ベンメレン，1929：ウイリアムス，1941>

図２･６－カトマイカルデラと1912年噴出物 <カーチス 1968>
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火山の寿命 

編集 火山の寿命について，たとえば富士山な

どは何時ごろから活動を開始したのですか． 

勝井 マールのような単成火山は短命ですが，

成層火山では一般に寿命が大変永く，数千年か

ら数10万年におよぶといわれています．もっと

も，このような長期にわたる活動では，途中で

マグマの性質が変化したり，火山構造も複雑に

なって，よく調べるといくつかの火山体からな

る複合火山であることが多いので注意を要しま

す．そのよい例が，日本の富士山で，一見単一

の成層火山のようにみえますが，実はその下に

小御岳，古期富士Ⅰ・Ⅱなどの火山がかくされ

ていることが，津屋先生や町田さんらの研究で

明らかにされています（図２－４参照）．複合

火山としての富士山は，古期富士Ⅰの時代から

でも約８万年になります．現在の新期富士は約

5,000年前から活動をはじめ，しきりにスコリ

ア・溶岩などを噴出しながら新しい山体および

多数の寄生火山を形成しています．古文書にも

ＡＤ781年から10数回の活動記録があります．

富士山は 1707年の宝永の噴火いらい現在まで

270年も活動を休止していますが，これで寿命

が終ったとは申せません．歴史時代にはいって

からでも，400年以上も活動を休んだことがあ

るのです． 

アンデス山脈の火山 

編集 高い山脈の上に火山ができるというよう

なこともあるのですか． 

勝井 それはあるんです．世界で一番高くて活 

動的な火山というのは，アンデス山脈のネバド

・オホス・デル・サラード（6,863ｍ）という火

山です．中部アンデスには海抜6,000ｍ以上の

火山が32もあります．これらのほとんどは成層

火山ですが，火山自体はそれほど高くはないの

です．アンデス山脈は新生代に隆起したもので，

中部アンデスは平均的に高さ4,000～5,000ｍぐ

らいですが，その上に厚さ数百メートルの流紋

岩質の溶結凝灰岩の台地が広く発達していて，

さらにその上に安山岩の円錐状の火山が噴出し

ているのです．ですから海抜6,000ｍ以上の火

山といっても，火山自体の 高さは，せいぜい

1,000ｍぐらいです．コーカサス山脈の高い火

山も事情は同じです．これらの高い山脈の上で

は，不思議なことに，広大な流紋岩質火砕流台

地や安山岩の火山が分布し，玄武岩は殆んどあ

りません．ある人は，深さ60～70ｋｍに沈んで

いる山脈の根が再溶融して，多量の珪長質マグ

マを生じたと考えています． 

カルデラのタイプと成因 

編集 さきほどの図１－３には，クラカトア型

とかカトマイ型とか，カルデラのタイプが記さ

れていましたが，その成因はだいぶ違うのです

か． 

勝井 クラカトア型というのは，1883年のクラ

カトア島の大噴火で生じたカルデラをタイプに

しています．これは，多量の珪長質マグマが，

軽石・火山灰となって短時日に放出され，生ず

るものです．日本の九州や北海道の多くのカル

デラはこの型のもので，一般に大規模な火砕流 

を噴出して生じています．この種のカルデラは，

図２－５にみるように，多量の珪長質マグマが

一時に噴出すると，マグマ溜りが空になって火

山体を支えきれずに陥没すると考えられていま

すが，最近では，爆発時に相当量の火山体が吹

きとばされて生ずるのではないかとも考えられ

ています． 

これに対し，カトマイ型というのは，1912年の

アラスカ半島のカトマイ火山の大噴火のように，

陥没したカルデラの位置からではなく，山腹か

ら多量の軽石・火山灰が噴出して山体頂上部が

陥没したものです（図２－６参照）．日本では，

カトマイ型の確かな例は知られておりません．

このほか北米などでは，図２－７にみるように，

環状の割れ目から数100ｋｍ３というものすごく

大量の軽石・火山灰の火砕流を噴出して陥没す

るバイエス型カルデラが知られています． 

一方，ハワイ火山では，多量の玄武岩質溶岩の

流出に伴って生じたキラウェア型があります

（図２－８参照）．伊豆大島の外輪山も，この

タイプのカルデラと考えられております． 

過去数万年間における日本で最大規模の噴火 

編集 過去数万年の間に日本で最大規模の噴火

といえばやはり九州の火山になるのでしょうか． 

勝井 噴火の規模は，火山噴出物の性質と量か

ら近似的に求めることができます．大部分が高

温の本質噴出物で，かつ多量であれば，大規模

な噴火となります．それで，更新世末から現在

までの火山噴出物の量を，一回または比較的短

期間の一連の噴火という単位で大きなものを探 

図２･７－バイエスカルデラの形成史 <スミス･ベイリー 1968> 図２･８－桜島1914年噴火後の沈降 

<大森房吉 1916> 


